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⾃然的 … 雑多で荒々しい⾃然。造形芸術で「絵画的」（picturesque , 
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18世紀、中世の詩的なゴシック雰囲気

↓
19世紀、考古学的なゴシックの⼿法による

↓
多くの作品は芸術の⽔準まで⾼められず

ゴシック復興…新古典主義と同様に、ほとんど新しい造形の創造に寄与しなかった。


